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秋田県中央男女共同参画センター長 

佐藤 加代子 

 

平成 21 年から秋田県中央男女共同参画センターの指定管理者となり、

副センター長兼事務局長として仕事をしてまいりましたが、本年 4 月 1日

からはセンター長を務めさせていただくこととなりました。 

 行政関係者の皆様、また登録団体の皆様や、日頃センターをご利用くださっている方々に

は、いつもお世話になっておりますことを心より感謝申し上げます。 

 秋田県は昨年、第 3 次男女共同参画推進計画を発表し、センターの役割強化も明文化され

ました。情報や研修の機会提供等に加えて、地域ネットワーク形成のためのコーディネータ

ー役も大事な役目と考え、その任を果たしていきたいと考えています。 

私は、平成 8年秋田県人材養成事業で国立女性教育会館（ヌエック）の研修をきっかけに、

ジェンダーの気づきや男女共同参画をライフワークとし、学びながら様々な活動をしてきま

した。その中で、かつて副知事だった板東久美子さんと TV出演をご一緒させていただいた時

の、「秋田県の女性は、潜在能力は高いのにそれが活かされていない」との言葉が忘れられま

せん。あれから、十余年。秋田は変わったでしょうか。 

 「男女共同参画なんて言うから、女性が結婚をしなかったり、少子化になったりするので

はないか」という意見を耳にしたりしますが、本当は逆で、多様な価値観を認め合う男女共

同参画社会の推進こそ、少子化を緩和し、活力を生む社会を築く上で欠かせないものだと考

えています。 

意識や社会制度の中にあるジェンダーに敏感になることで、女性も男性も生きやすくなり

ます。共に社会を担う存在として、お互いにエンパワメントできることを願っています。 

今年度、センターは相談事業にも力を入れていきます。DVや児童虐待など、女性を取り巻

く問題から、人間関係、生き方についてのご相談などどうぞご利用ください。 

さまざまな事業を通して皆様と交流しながら、ご一緒に楽しい居場所作りを心がけていき

たいと考えております。ご協力ご指導をよろしくお願いいたします。 
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４月２７日(金)１４:００～１６:００／６F オープンスペース 
千秋公園の桜が見頃を迎えた 4 月 27 日、6 階オープンスペースで「ハーモニーうたごえサロン」が開

催され、約 50 名が参加しました。 

カチューシャ安田さん(ダースコちんどん隊)を迎え安田さんのアコーディオン演奏のもと「青い山脈」

「みかんの花咲く丘」「りんごの唄」など参加者が良く知っている懐かしい曲を中心に 20 曲余りを皆で

歌いました。 

休憩タイムでは、参加者同士が声を掛け合って談話する場面が見られ、ところどころで交流の輪も広

がっていました。また開催してほしいとの要望も多く、今後とも利用者の交流の促進や健康増進のため

に開催したいと考えています。 

平成２４年度 第１回利用者懇談会 
    ５月８日(火) 13:30~15:00／7 階研修室 

 先頃、今年度第 1 回の利用者懇談会を開催しました。

この会議は登録団体からの参加者らで構成し、ご意見を

センターの運営に反映していくことを目的に年に２回開

催しています。この日は、出席者数 39 名（出席団体数

29 団体）と大勢の方に参加していただきました。 

 センター長、秋田県男女共同参画課・柿崎幸さんの挨

拶に続き、出席者の紹介及び職員の紹介、今年度の会長・

副会長の選出、今年度の開催予定事業の説明の後に、出

席者の方からセンターの利用運営に関するご意見を頂戴

しました。 

 ご意見の中で特に多かったのは、駐車場に関わること

や中央センターの所在や事業の PR に関することです。セ

ンターの存在を示すため、アトリオンの建物内外に看板

が必要ではないか、現在の中央センターを今以上に周知

効果のある場所、例えばアトリオン１F や旧県立美術館

に移転してはどうかとのご提案もいただきました。 

 今回、頂いたご意見で可能なものは即時に反映させ、

その他については今後の課題として考えていきたいと思

います。今後とも、多くの皆様の満足のいくご利用をめ

ざしてセンターの運営と男女共同参画の推進に取り組ん

でいきます。これからも皆様のご意見とご提案をお待ち

しています。 

 

平成 24 年度利用者懇談会 役員構成 
会 長 黒﨑 秀一さん(日本ラジオ歌謡研究会) 
副会長 高貝 秀子さん（明徳館こんわ会） 
 〃  春日 栄子さん（秋田スクエアダンス３０） 
 

音楽の“チカラ”再発見！ 
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変更する場合もありますので詳細については、 

秋田県中央男女共同参画センター 

（018）836-7853 までお問合せください。 

 

女性チャレンジ支援講座（全２回） 
  9 月～10 月開催予定 

人材養成事業（全３回） 

7／14(土)、7／21 (土)、8／4(土) 

 

ワークライフバランス推進事業 
「男の料理教室」（全２回） 

   6 月 9 日（土） 他 

こどもサロン企画参画事業 
   （月 1 回） 
 

  その他自主事業 
 
・大人の折り紙教室（月 2回） 
・おはなし会（月 1回） 
・ハーモニーしゃべり場（月 1回） 
・健康講座（年 6回隔月） 
・パソコン教室 
・ハーモニー歌声サロン 

男女共同参画社会づくり基礎講座 
 潟上市、他１市町村で開催 

男女共同参画推進月間事業 
 6 月 9 日(土)~30 日(土) 

ハーモニープラザまつり 11 月 

・一般相談 
・法律相談（全 15 回） 
・相談援助者サポートセミナー 
・事例検討会 
（７／29、10／13、H25.3／2） 
・グループワーク 
（6 回 1 クールを３回） 

相談事業 

地域を変える男女共同参画実践力アップ事業 

平 成 24 年 度 

事 業 実 施 計 画 

「語ろう！秋田の未来」 
※フリートーク：6／22（金）13:30～15:30 

秋田大学教授 望月一枝さん 

 

※ポスター展示 

秋田県の男女共同参画ビジョン   

「表現する秋田の女性たち パートⅢ」 
※作品展示 

※イベント： 

  6／17(日) 13:30～ 

フットコミュニケーション(7F 研修室) 

募集 10 組程度 

  6／19(火) 10:00～ 

プチ変身・私発見 (６F ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ) 

募集 8 名 

  6／24(日) 14:00～ 

パフォーマンス～私らしく～(6F) 

   （ベリーダンス、フラメンコ、バンド演奏） 
  

参加料無料

 ６月の男女共同参画推進月間事業 
【会期】 平成 24 年 6 月 9 日(土)～30 日(土) 

託児あり 

 
 
 
 
 

日時：平成２４年６月９日（土） 

      １０：３０～1３：００ 

会場：秋田市民交流プラザ（アルヴェ） 

       ４F 調理室 

対 象 ：料理初心者の男性(年齢不問) 

募 集 ：16 名（定員になり次第、締切）             

材料費：500 円 

持ち物：エプロン 

講 師：工藤 八重子 さん 

「かんたんワンディッシュランチ」 
       をつくりましょう!! 

わたしたちがつくる 



 4 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            
                              
 
                              

 
 
 

                                           
 
 

 
    
                             

                                    
                                        
                                   

 
 
 

 
                
                                     
                    
                               

  被災地 ふくしまからの報告 

 

      【編 集 後 記】 
目に青葉、風薫る千秋公園。ふるさとの季節の移ろい

を、感じ、愛でる人間がいなくなった土地に思いをはせま

す。先日「日本のＯＳ（パソコンのソフトを動かす仕組み）

を書き換える」という表現を耳にしました。センターも新体

制になり、今このとき、そして未来のために変えられるこ

とは何か？考えていきたいと思います。      （誠子） 

 内閣府男女共同参画局が主催した「東日本大震災被災地における女性の悩み・暴力（集中）相談 

事業」に相談員として参加してきました。 

この事業は震災後一年経った、２月 11 日～３月３１日の間、岩手、宮城、福島の３県で集中的に 

行われました。私が派遣されたのは福島県いわき市でした。事前に震災の研修を受け資料で勉強した

ものの、緊張感を持ちながらいわきに向かいました。同じ東北なのに秋田市から列車で６時間弱かか

りました。大きな被害があった海辺は見ていないのですが、屋根にブルーシートがかかっている家々

が見え、まだ屋根の修理が終わっていない様子や、大きな立派な駅舎のところどころに段差があるな

ど、震災の傷痕が垣間見えました。タクシーの運転手さんは、「街の中に多く見える空き地は、家が

倒壊した跡だよ。このマンションは家が壊れた人たちが避難している。いわきは海辺の街で、海産物

も農産物も果物も何でもおいしいところ。でも、今は全部ダメだ。子供たちには、水道水も飲ませら

れない。」と話してくれました。地震、津波以上に、風評被害も含めた放射能被害の影響の大きさに

言葉がありませんでした。相談室が用意された「総合健康福祉センター」の前には、その日の放射能

の数値が表示される大きな機械が置かれていました。 

 私は二日間だけの当番でしたが、「女性のための電話相談ふくしま」という宣伝が浸透してきてい

たからか結構相談がありました。他県に避難している方の仕事の話や知人の行方がわからないなど、

被害の影が色濃く感じられました。ご自身が被災者でありながらも相談を受けていらっしゃる地元の

相談員の方といろいろお話ができ、助けていただきました。被災後 DV がひどくなったという話も聞

きます。震災から１年が経ち、多くの方が相談を必要とするのはこれからかもしれません。できるこ

とから、継続的な支援が必要だと思いました。      （ハーモニー相談室 相談員） 

◎募集しています！！ 
『あなたのチャレンジをサポートします。“特

技や資格を活かせるミニ講座講師”“やりたかった企画

や事業を実現するグループ等”の立ち上げをサポート

します。 

◎開講します！！ 
『ハーモニープラザ健康講座』 

偶数月に各１回、季節ごとの健康に関するあれこれを

保健師さんとおしゃべりしながら健康増進をはかりま

しょう。 
６月のテーマは「食中毒、水虫」です。 

６／20（水）11:00～12:00 （アトリオン６F） 
講師は小原良子さん（社団法人 秋田県看護協会） 

◎センターホームページが 
６月中旬リニューアル！！ 

より明るく見やすくなって、情報満載。ぜひアクセス

してください。 
http://www.akita-kenmin.jp/c-center/ 

 

 

※詳しくはセンターまでお問合せください。 

 
 
 

おもちゃ病院あきた 
 がやってくる！！ 

  
 

６月１６日（土） 

13:00～16:00 

4月のわんぱく広場 

治療代は無料です！ 

こわれたおもちゃを 

もって遊びにきてね！ 


